
医療上必要性の高い医薬品の継続的な
安定供給のための薬価制度上の施策に係る

検討について
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企業A

保険医療上必要性の高い医薬品の薬価改定方式

保険医療上必要性の高い医薬品の継続的な安定供給のための施策について①

企業B

企業C

企業D

安定供給体制確保に関する業界内における取り組み例

【平時】
企業ごとに安定的に供給しつつ、企業の枠を超え
て危機管理マニュアルに基づき情報等を共有化

企業A

企業B

企業C

企業D

【災害時等】
危機管理マニュアルに基づき、相互に協力するこ
とで、業界全体で必要な供給量を確保

× 例えば、
企業Aの工場が被災
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≪参考≫「平成24年度薬価制度改革の骨子」における記載
現在の薬価制度においては、医療上必要性の高い医薬品についても薬価が継続的に下落し、安定供給が困難と
なっていく状況があり、これらの医薬品の継続的な安定供給のための薬価制度上の施策について検討を行ってきた。
これらの医薬品の安定供給を図ることは重要な課題であるため、その具体的な対象を明確にしつつ、平成24年度薬
価制度改革以降、具体的な評価方法等の検討や検証をすすめることとする。

危機管理マニュアル
連絡体制、災害時等の情報収集、
代替品供給手順、など

情報共有
（災害時の必要医薬品リスト・

各社製造所分布）

H25.9.25日本製薬団体連合会
「薬価制度改革に関する意見」
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保険医療上必要性の高い医薬品の薬価改定方式

保険医療上必要性の高い医薬品であって、採算性に乏しい中でも、継続的な安定供
給の確保に努め、災害など不測の事態が生じた場合であっても需要に応じた十分な供
給体制（危機管理体制）を構築していることに対して、薬価上措置することが重要。

保険医療上必要性の高い医薬品の継続的な安定供給のための施策について②

わが国の国民に安全・安心な医薬品を、災害時を含めいかなる
状況下でも安定供給することで、医療の質の維持・向上に貢献

体制確保を評価する意味での薬価上の措置による下支え

保険医療上必要性が高く、採算性に乏しい

危機管理体制を継続的に構築

H25.9.25日本製薬団体連合会
「薬価制度改革に関する意見」
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不採算品目再算定

①中央社会保険医療協議会において、保険医療上の必要性が高いもの
であると認められた既収載品

②薬価が著しく低額であるため製造販売業者が製造販売を継続するこ
とが困難である既収載品（当該既収載品と組成、剤形区分及び規格
が同一である類似薬がある場合には、全ての類似薬について該当す
る場合に限る。）

対象医薬品

新規後発品として薬価収載された既収載品のうち、薬価が著しく低
額であるため製造販売業者が製造販売を継続することが困難であるも
の（当該既収載品と組成、剤形区分及び規格が同一である類似薬（新規
後発品として薬価収載されたものに限る。）がある場合には、当該全て
の類似薬について該当する場合に限る。）

または

原価計算方式によって算定
営業利益率は100分の5が上限

算定方式

（現行のルール）



区 分 最低薬価

錠剤

カプセル剤

丸剤

散剤（細粒剤を含む。）

顆粒剤

末剤

注射剤

坐剤

点眼剤

内用液剤、シロップ剤

（小児への適応があるものを除く。）

内用液剤、シロップ剤

（小児への適応があるものに限る。）

外用液剤

（外皮用殺菌消毒剤に限る。）

１錠

１カプセル

１個

１グラム

１グラム

１グラム

１管又は１瓶

１個

５ミリリットル１瓶

１ミリリットル

１日薬価

１ミリリットル

１０ミリリットル

９．６０円

９．６０円

９．６０円

７．２０円

７．２０円

７．２０円

９２ 円

１９．３０円

８５．６０円

１７．１０円

９．３０円

９．７０円

９．５０円

最低薬価（日本薬局方医薬品）
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（現行のルール）



区 分 最低薬価

錠剤

カプセル剤

丸剤

散剤（細粒剤を含む。）

顆粒剤

末剤

注射剤

坐剤

点眼剤

内用液剤、シロップ剤

（小児への適応があるものを除く。）

内用液剤、シロップ剤

（小児への適応があるものに限る。）

外用液剤

（外皮用殺菌消毒剤に限る。）

１錠

１カプセル

１個

１グラム

１グラム

１グラム

１管又は１瓶

１個

５ミリリットル１瓶

１ミリリットル

１日薬価

１ミリリットル

１０ミリリットル

５．６０円

５．６０円

５．６０円

６．２０円

６．２０円

６．２０円

５６ 円

１９．３０円

８４．８０円

１７．１０円

６．４０円

６．４０円

６．３０円

最低薬価（その他の医薬品）
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（現行のルール）



7

業界要望と「医療上必要性の高い医薬品の継続的
な安定供給のための薬価制度上の施策」

安定供給
の評価

• 保険医療上必要性の高い医薬品
の薬価改定方式の見直し

業界要望

災害時に備え供給体制を整備することは、医薬品製造販売業者だけでなく
一般的なことであることから、薬価制度上の施策を講じる必要性があるとい
えるのか

「不採算品目再算定」、「最低薬価」という制度では対応ができない場合が
あるのか、あるとしたらどのようなものなのか

仮に措置が必要だと判断された場合、どのような医薬品が「医療上必要性
の高い医薬品」といえるのか

論点


